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実験動物として，胎生15-22 日，及び生後0-5 日. 7. 10. 14. 20. 60 日の各時期のラットを用いた。
胎生16 日以前のラットは，切断頭部片を直接. Zamboni液に 1- 2 日間浸漬固定した。胎生17 日以後の
ラットは，左心室より冷却生理食塩水，続いてZamboni液にて濯流固定後，眼球を摘出し，これを同液
にて 1 -2 日間浸漬固定した。その後30%庶糖 0.1 M燐酸緩衝液で 2 日間洗浄し. 10mμ の連続凍結切





















毛様体では， SP陽性線維は出生直後に認められ，漸増しながら，生後 3 日日に成熟期と同様に多数の
分布を示した口
5 )脈絡膜:胎生17 日自に初めて， SP陽性線維が後極部の血管周囲に認められ，漸増するも，その数
は，角膜，虹彩，網膜に見られるほど多くなかった。生後 3 日目には成熟期と同様の分布を示した。
(総括)




は，胎生17 ，....... 19 日の早期に初めて出現し，網膜内SP陽性構造が初めて出現する生後 4 日 H には，すでに
成熟期と同様の分布が認められるようになる。
論文の審査結果の要旨
本研究は. Substance P のラット眼内各組織での個体発生を免疫組織化学的に検索したものである。
その結果，三又神経節内の細胞由来と考えられている角膜，ぶどう膜などの網膜外SP陽性線維は，胎生
期にすでに出現し、生後早期に成熟期の水準に達するのに対して，網膜内SP陽性構造は生後に初めて出現
し，シナプス完成期に成熟期の水準に達することを明らかにしている。この乙とは. SPの眼内での機能
解明の一助として意義深いものと考えられる。
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